
ニ ホ ン ミ ツ バ チ に お け る ア カ リ ン ダ ニ 症 浸 潤 状 況 調 査 ・ 衛 生 指 導  

                     紀 南 家 畜 保 健 衛 生 所  

                    ○ 寒 蝉 直 美  山 田 陽 子  

                     藤 原 美 華  

 

【 背 景 ・ 目 的 】  

蜜 蜂 の ア カ リ ン ダ ニ 症（ 以 下「 本 症 」）は 、ア カ リ ン ダ ニ に よ る 蜜

蜂 の 寄 生 虫 感 染 症 で あ る 。 気 管 の 物 理 的 閉 塞 に よ り 、 呼 吸 困 難 、 飛

翔 困 難 、 越 冬 期 の 蜂 数 の 減 少 を 引 き 起 こ す [1]。 2010 年 に 国 内 で 初

め て 報 告 さ れ [2]、 県 内 に お い て は 2021 年 に 初 め て 発 生 し た 。 2023

年 1 月 ～ 5 月 に 、管 内 ニ ホ ン ミ ツ バ チ（ 以 下「 和 蜂 」）養 蜂 農 家 4 戸

で 本 症 の 発 生 が あ り 、 そ の う ち 3 戸 は 、 養 蜂 振 興 法 に 基 づ く 蜜 蜂 飼

育 届 が 未 提 出 で あ っ た 。 今 回 、 管 内 で の 本 症 の ま ん 延 状 況 の 把 握 お

よ び 対 策 の 徹 底 を 目 的 と し 、 管 内 和 蜂 養 蜂 農 家 に お け る 本 症 浸 潤 状

況 調 査 お よ び 衛 生 管 理 指 導 を 実 施 し た 。  

 

【 方 法 】  

調 査 ① ： 県 民 へ の 情 報 提 供 ： 蜜 蜂 飼 育 届 を 提 出 し て い る 養 蜂 農 家

に 対 し 、 当 所 作 成 の 本 症 に 関 す る 資 料 （ 衛 生 だ よ り ） を 送 付 し た 。

衛 生 だ よ り に は 、 県 内 に お け る 本 症 の 発 生 状 況 、 本 症 の 症 状 、 発 生

し た 場 合 の 対 処 法 に つ い て 記 載 し た 。 ま た 、 蜜 蜂 飼 育 届 未 提 出 の 県

民 に 対 し て 情 報 提 供 す る た め 、16 市 町 村 の 各 自 治 体 広 報 誌 に 記 事 を

掲 載 し た 。記 事 に は 、蜜 蜂 飼 育 届 の 提 出 の 必 要 性 、本 症 の 臨 床 症 状 、

本 症 浸 潤 状 況 調 査 の た め の 検 体 提 供 の 協 力 依 頼 に つ い て 記 載 し 、 本

県 の 畜 産 課 ホ ー ム ペ ー ジ の QR コ ー ド を 載 せ た (図 1)。  

調 査 ② ： 浸 潤 状 況 調 査 ： 2023 年 1 月 ～ 11 月 の 期 間 に 、 14 市 町 31

戸 の 和 蜂 養 蜂 農 家 が 飼 養 す る 39 群（ 臨 床 症 状 あ り 9 群 、臨 床 症 状 な

し 30 群 ） の 和 蜂 か ら 、 3～ 45 匹 /群 （ 計 617 匹 ） を 採 取 し た 。 採 取

し た 和 蜂 は 頭 部 お よ び 前 脚 を 外 し 、 胸 部 臓 器 を 取 り 出 し た 。 臓 器 を

ス ラ イ ド ガ ラ ス に 乗 せ 、 顕 微 鏡 下 で 観 察 し 、 気 管 へ の ア カ リ ン ダ ニ

寄 生 の 有 無 を 確 認 し た (図 2、 図 3)。  

調 査 ③：環 境 要 因 調 査：環 境 要 因［ 巣 箱 の 形 態 (重 箱 型 、箱 型 、ゴ

ウ ラ 型 )(図 4)、日 当 た り 、隣 接 す る 水 場 の 存 在 ］と 本 症 発 生 の 関 係

性 に つ い て 、 フ ィ ッ シ ャ ー の 直 接 確 率 法 で 検 定 し た 。  

 

【 結 果 】  

調 査 ① ： 衛 生 だ よ り 、 広 報 誌 の 記 事 を 見 た 県 民 か ら 、 本 症 に 関 す

る 問 い 合 わ せ が 5 件 あ っ た 。 ま た 、 新 規 の 蜜 蜂 飼 育 届 が 6 件 提 出 さ

れ た 。  

調 査 ②：2023 年 1 月 ～ 6 月 、10 月 ～ 11 月 に 、6 市 町 の 11 戸 (35.5%)



の 養 蜂 農 家 に お い て 、 本 症 の 発 生 を 確 認 し た (図 5)。 本 症 陽 性 の 蜂

群 で 確 認 さ れ た 臨 床 症 状 は 、 徘 徊 ・ 飛 翔 困 難 （ 45.5%）、 蜂 群 の 弱 体

化・死 亡 個 体 の 増 加（ 18.2%）、下 痢（ 18.2%）で あ っ た が 、一 方 で 臨

床 症 状 を 呈 さ な い 蜂 群（ 45.5%）も み ら れ た (図 6)。陽 性 蜂 群 を 飼 育

す る 農 家 に 対 し 、 本 症 の ま ん 延 防 止 対 策 と し て 、 陽 性 蜂 群 の 移 動 ・

譲 渡 の 禁 止 、 巣 箱 の 洗 浄 ・ 火 炎 消 毒 、 シ ョ ー ト ニ ン グ パ テ （ シ ョ ー

ト ニ ン グ と 砂 糖 を 1 対 2 で 混 ぜ た も の ） の 給 餌 に よ る 本 症 発 生 予 防

[3]に つ い て 指 導 し た 。  

調 査 ③ ： 各 条 件 に 該 当 す る 蜂 群 の 数 は 表 1 の と お り で あ る 。 本 症

の 発 生 と 、 巣 箱 の 形 態 (重 箱 型 、 箱 型 、 ゴ ウ ラ 型 )、 日 当 た り 、 隣 接

す る 水 場 の 存 在 に つ い て 、P 値 は そ れ ぞ れ 1.00、0.51、1.00、0.28、

1.00 と な り 、各 要 因 と 本 症 発 生 に 有 意 な 関 係 は な か っ た（ P>0.05）。  

 

【 考 察 】  

 平 成 24 年 の 養 蜂 振 興 法 の 改 正 に よ り 、蜜 蜂 を 飼 育 す る 場 合 は 、趣

味 で の 飼 育 を 含 め て 、 蜜 蜂 飼 育 届 を 提 出 す る こ と が 義 務 付 け ら れ た

[4]。一 方 で 、飼 育 届 を 提 出 し て い な い 養 蜂 農 家 か ら 、当 所 へ の ア カ

リ ン ダ ニ 症 検 査 依 頼 が 複 数 あ り 、 蜜 蜂 飼 育 届 提 出 の 必 要 性 を 県 民 が

十 分 に 認 知 し て い な い 可 能 性 が あ る 。 調 査 ① の 取 り 組 み の 後 、 新 規

の 飼 育 届 の 提 出 が あ っ た こ と か ら 、 広 報 誌 に よ る 記 事 の 掲 載 は 、 県

民 へ の 情 報 発 信 の 手 段 と し て 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。 養 蜂 農 家 へ

衛 生 指 導 お よ び 伝 染 病 発 生 状 況 の 周 知 を 確 実 に 実 施 す る た め に は 、

蜜 蜂 の 飼 養 戸 数 と 群 数 、 飼 養 場 所 の 把 握 が 必 須 で あ る 。 県 民 に 対 し

蜜 蜂 飼 育 届 の 届 出 を 促 す た め 、 今 後 も 振 興 局 や 市 町 村 と 連 携 し 、 情

報 発 信 を 行 っ て い く 。  

調 査 ② よ り 、 本 症 が 管 内 の 広 範 囲 に 浸 潤 し て い る こ と が 示 唆 さ れ

た 。 本 症 陽 性 で あ っ た 蜂 群 の 約 半 数 で 臨 床 症 状 が 認 め ら れ な か っ た

こ と か ら 、 症 状 を 呈 さ な い 陽 性 蜂 群 を 人 為 的 に 移 動 ・ 譲 渡 す る こ と

や 、 盗 蜜 の 際 な ど に ほ か の 蜂 群 と 接 触 す る こ と で 、 本 症 の ま ん 延 を

引 き 起 こ し た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。本 症 の 発 生 を 防 止 す る た め に は 、

養 蜂 農 家 に 対 し 、 症 状 の 有 無 に か か わ ら ず 、 日 頃 か ら 衛 生 管 理 と 予

防 対 策 の 実 施 を 徹 底 す る よ う 指 導 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 ア カ リ ン

ダ ニ へ の 対 策 と し て シ ョ ー ト ニ ン グ パ テ [3]、 ギ 酸 [5]、 メ ン ト ー ル

[6]の 有 効 性 に 関 す る 報 告 が あ る 。ギ 酸 お よ び メ ン ト ー ル は 高 温 時 の

取 り 扱 い に 注 意 が 必 要 な 点 や 、蜂 蜜 へ の 残 留 の 恐 れ が あ る 点 [7]を 考

慮 し 、 今 回 は シ ョ ー ト ニ ン グ パ テ の 活 用 に つ い て 指 導 し た 。 最 適 な

対 処 法 を 確 立 す る た め に は 、 さ ら な る 検 証 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ へ の ア カ リ ン ダ ニ の 寄 生 に つ い て 、 飼 育 環 境 の

温 度 や 日 当 た り が 巣 箱 内 の 寄 生 率 に 関 与 す る こ と が 示 唆 さ れ て い る

[3,8]。調 査 ③ に お い て 、巣 箱 の 形 態 、日 当 た り 、水 場 の 有 無 と 本 症



発 生 の 関 係 性 を 調 べ た が 、 有 意 な 関 係 性 は な か っ た 。 今 後 は セ イ ヨ

ウ ミ ツ バ チ に お け る 感 染 状 況 な ら び に セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ と の 接 触 、

蜂 群 の 由 来 、 蜜 源 、 巣 箱 間 距 離 な ど 、 ほ か の 要 因 と 本 症 発 生 の 関 係

性 に つ い て 調 査 し 、 検 体 数 を 増 や し て 検 証 す る 。  

蜜 蜂 は 蜂 蜜 の 生 産 の た め に 飼 育 さ れ る だ け で な く 、 花 粉 交 配 に も

利 用 さ れ る 。 和 歌 山 の 特 産 品 で あ る 梅 の 生 産 に は 、 蜜 蜂 に よ る 受 粉

が 必 須 で あ る 。 ま た 、 ニ ホ ン ミ ツ バ チ の 飼 育 は 趣 味 と し て 広 く 浸 透

し て お り 、 一 部 の 地 域 で は 伝 統 的 な 養 蜂 技 術 が 継 承 さ れ て い る 。 家

畜 保 健 衛 生 所 と し て 、 蜜 蜂 の 伝 染 病 発 生 を 防 ぐ た め 、 今 後 も 養 蜂 農

家 に 対 し 衛 生 指 導 や 情 報 提 供 を 行 う と と も に 、 本 症 の 浸 潤 状 況 調 査

を 継 続 的 に 実 施 す る 。  
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図6 陽性蜂群の臨床症状の内訳



群数

陽性 陰性

巣箱の形態 重箱型 2 13 0.69 1.00

箱型 1 3 2.11 0.51

ゴウラ 1 6 0.89 1.00

日当たり 不良 0 7

良好 4 13 NE 0.28

水場 なし 2 11

あり 1 8 0.69 1.00

因子 オッズ比 P値

NE：推定できない
*：該当する群と該当しない群で比較

*

表1 環境要因調査の結果


